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参加の仕方
ユーザは、日本災害DIGITALアーカイブ
（JDA）に、コンテンツを登録することが可能



参加の仕方
ユーザは、アーカイブ内のコンテンツと外部の情報を
組み合わせ、「コレクション」として公開することが可能

https://jdarchive.org/ja/collection/2558


「コレクション」の数・作り手について

コレクション数：８１６

内部（RIJS教職員）≈４００．主に２０１６年まで
外部≈４００（学生・市民）．主に２０１６年以降

言語（タイトル）：７０－８０％が英語

コレクションの作り手：大学生・高校生・市民



「コレクション」のテーマについて

東北大学の学生（２０１５-２５年）５６名：３７コレクション
減災（７)、復興・再生（６）、記憶（５）、原子力災害（６）、宗教
（３）、健康・公衆衛生（３）、ジェンダー（３）、災害観光（２）、芸
術・メディア（２）
２０２０年以降、原子力災害の関心が高まった

米国大学の学生
原子力災害がおよそ半分

宗教、ジェンダー、米国の役割、政治と経済へのインパクト、復
興のテーマが多い

防災・減災の学びより、災害を切り口で社会・政治・経済・歴
史の学び



課題

３．１１以外の災害のコンテンツを取り入れる

1995年阪神淡路大震災

2016年熊本地震

メタデータの改善：検索結果の向上

利活用促進：特に、日本で

アーカイブの持続性（Sustainability）



JDAの将来のため、
災害研・みちのく震録伝へ移管

様々な課題への対応のため

今年の夏までの移管が目標

日本での災害アーカイブ、日本での運営・保管が重要

みちのく震録伝という独特なアーカイブ分野がある

ハーバード大学ライシャワー日本研究所人材の限界

将来、災害が専門分野の教員を雇うことが保証できない

しかし、私もライシャワー研究所も協力関係を継続する

来年、このシンポジウムの参加を楽しみにしています。



http://jdarchive.org


